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研究成果の概要（和文）：西洋ユートピア言説の発展、近代英国文化としての中世主義の日本への影響過程、シ
ュルレアリスムの（原民喜を中心とした戦中・戦後作家との）共振について、複数の刊行物（の一部）としてま
とめ、ユートピアニズムの思想的枠組をとらえなおす一助とすることができた。ポストコロニアル的な読みへの
熱狂自体は過ぎ去って久しいが、反動的コロニアリズムの時代にあって、ウィリアム・モリスの文学作品を例と
するようなユートピア思想の形成ならびに受容過程はふたたび脚光をあびつつあり、本研究課題でも一定程度、
その越境性と普遍性の解明に寄与することができた。

研究成果の概要（英文）：This research served to elucidate the development of Western utopian 
discourses, the influence of medievalism as a modern English cultural phenomenon on Japanese 
literature, and the resonance brought about among poets and writers in the war and post-war eras 
including Tamiki Hara. These objectives delineated herein facilitated the shedding of light on the 
framework of utopianism as a transnational, universal thought. Whereas postcolonial readings have 
long lost its strength, in current period of reactionary responses to global political and 
ideological shifts, the process of creation and acceptance of utopian thought, as exemplified by the
 works of William Morris, has been gaining attention again.

研究分野：英文学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
①19世紀英米のユートピアを、近代化する日本にもたらされた反近代的ユートピア文学、つまり、近代において
喫緊のものとなった「人間性とは何か」を問うものとして把握し、英同時代作家のユートピアの非限定的意義と
影響の解明を行なった。
②世界大戦によって海外との知的接続はある意味で断絶しかけた西欧ユートピア思想の日本での展開例を検討
し、その独自性を解明することで、本研究は比較文学の観点にも資することができた。
③近代化の「手本」として英米のユートピアに触れた日本文学をこれまでよりも複層的に捉え、普遍的な人間の
理想を求めるものとしての西欧ユートピア文学の地域的展開史の整理を行なった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様式Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 本研究は、近代以降の日本文学における西欧ユートピア思想の受容および展開について、おも
に英文学との関わりから詳らかにすることを目的として構想された。日本は「近代化」の過程で、
教育のなかに集中的に組み込んだ「英学」「英文学」を通して、英米によってそれまで蓄積され
てきた、人間性の理想を受容したが、この伝統のなかには近代における「反近代」思想が内包さ
れていた。日本近代文学は、成立と同時に「反近代」としての同時代ユートピア思想を吸収した
ことになる。しかしこの点についてとくに焦点を当てた研究は、これまで包括的にはなされてこ
なかった。近年、西欧ユートピア思想そのもの個別文学系統への流入の研究が、黒人文学などで
はまとめられている。単純な英語圏文学・日本文学の分類の枠を越え、西欧ユートピア思想が近
代化にともなう文化間交流によって、日本文学においてどのような意義を持ったのか、またそれ
が 20世紀以降、どのように西欧の思想と（再）共鳴するのかを検証することを試みた。 
古来の「どこにもない場所」の文学的伝統のなかで、トマス・モアの『ユートピア』は、その
理想を人文主義（人文知）にもとづいて現実政治に影響を及ぼしうるものとして創造したことが
画期的であった（木村俊道『想像と歴史のポリティックス』風行社、2020年）。モアの『ユート
ピア』後のイングランドは「近代国家」となり、その枠組みに従った「英文学」体系が成立して
いくが、フランシス・ベーコンの『ニュー・アトランティス』などの作品とは別に、キリスト教
以前の古代ギリシア・ローマの物語を理想郷として利用し自国はその延長線上にある優れた文
明であるとする、ナショナリズムに基づくユートピア文学利用もあった。他方 19世紀後半には、
社会の「発展」に付随する生活の破壊、格差問題に警鐘をならした「反近代」ユートピア作品が
流行し、これらへの注目は近年本邦でも高まっている（サミュエル・バトラー『エレホン』の新
訳刊行〔武藤浩史訳、新潮社、2020年〕など）。 
 日本は、開国とともに蘭学から「英学」を模範とする方針へ移行し、最高学府としての近代的
大学が発足した後、1 のようなユートピアの性質変化をふくむ、同時代までの英（米）文学を、
最新の知の集積として受容する。前掲の武藤の訳著で『エレホン』の芥川龍之介「河童」への影
響がすでに指摘されており、日本近代文学全体にたいして「反近代」としての同時代ユートピア
思想がどのような霊感を与えたのかは検証に値する。「近代」と「反近代」の文学の双方を、短
期間で急速に受容することになった日本において、アンビバレントな「ユートピア」の伝統はど
のような概念として捉えられ得たのか。英米の反近代ユートピアブームと日本の英文学の学問
化はほぼ同時期である（『日本の英学一〇〇年』〔研究社〕などの既往研究あり）。ラフカディオ・
ハーン（1850〜1904）は、東京帝国大学の授業でウィリアム・モリス（1834〜96）らを扱った
が、現代の日本では一部を除いてほとんど重要とされないこれらの詩人・作家にハーンが当時着
目したのは、彼らの反近代思想が、英国の「同時代作家」の作品のなかでとくに社会的なインパ
クトを有していたからにほかならない（『ラフカディオ・ハーン著作集 8』、322-24頁）。焼失し
たとされる芥川龍之介（1892〜1927）の卒業論文が青年期のウィリアム・モリス論だったこと
も、シェイクスピアら「正統的」英文学とは異なる形で日本文学に及ぼした影響という面で、大
きな関心を喚ぶものである。 
 
２．研究の目的 
 個々の受容の検討は、英米文学を通した「ユートピア思想受容」という包括的な見取り図を描
くのに十分なほどには検討されていないことから、本研究では次の 3 点を明らかにすることを
目ざした。 
 

I. 日本における「近代化」に際しての英文学受容の実態 
II. 日本におけるユートピア概念解釈の独自性 
III. 20世紀半ば以降の「近代国家」の限界とユートピア概念の展望 

 
これに際しての本課題独自の視点と、得られることが見込まれる成果は以下 3点であった。 
 
① 英同時代作家のユートピアの非限定的意義と影響の解明 
エドワード・ベラミー（1850〜98）やモリス、H・G・ウェルズ（1866〜1946）のユートピア
は、基本的に社会主義の理想の表明として受容されることが一般的であるが、近代化する日本に
もたらされた反近代的ユートピア文学、つまり、近代において喫緊のものとなった「人間性とは
何か」という問いとして把握し、その輸入の特定の社会思想への限定的な影響ではなく、文学全
体への影響の実相をさぐる。 
 
② 戦後における西欧ユートピア思想との再接続の実態解明 
世界大戦によって海外との知的接続はある意味で断絶しかけたが、皮肉にも戦況の激化によっ
て「人間性」が国家のために犠牲にされる悲劇を身を以て知ることになったことで合流する（例・
アウシュビッツ、バターン、ヒロシマ、ナガサキ等)。日本においては原民喜（1905〜1951）の



ような「原爆作家」の真摯な自問に、近代批判としてのユートピアが垣間見える（スウィフト『ガ
リヴァー旅行記』の抄訳など）のだが、この点に着目した研究は未だなされていなかった。よっ
て、本研究は西欧ユートピア思想の日本での展開例を検討し、その独自性を解明することで、比
較文学の観点にも資することができると想定した。 
 
③ 西欧ユートピア思想の地域的展開史の整理 
英語圏においては、19 世紀のユートピアが現代における「黒人」ユートピアにどのように承接
したのかを研究するモノグラフがある。近代化の「手本」として英米のユートピアに触れた日本
についても、その系譜を明らかにすることで、日本近代文学史をこれまでよりも複層的に捉える
ことにつながると同時に、普遍的な人間の理想を求めるものとしてのユートピア文学を、近代国
民国家毎の限定的な文学史ではなく、世界的潮流に位置づけられるものとして捉え直すことを
試みた。 
 
３．研究の方法 
 下記のとおり文献研究によって研究を進めた。西欧におけるユートピア思想の歴史そのもの
については豊富な蓄積があり、日本語でも、フランク・E・マニュエルおよびフリッツィ・P・マ
ニュエルによる大著『西欧世界におけるユートピア思想』の邦訳(門間都喜郎訳、晃洋書房、2018
年)が刊行されている。また、英米文学におけるユートピア作品の各論についても、未だ研究自
体は盛んである。ただし、ベラミー、モリスについては既述のとおり、社会主義ユートピアとし
ての分析が行われることが多いなど、断片的な分析となっている傾向があった。ウェルズの諸作
品についても、SF（Sci-Fi）ユートピアとして極めて重要であるという認識は一般化しているが、
ダルコ・スーヴィン以降は、SF はそのジャンル枠組みによって逆に分節化されてしまっている
ことが危惧された。そこで本研究では「空想」や「科学」、「過去」や「未来」、「宗教」と「社会
主義」といったように、多くの二項対立によって細分化されてしまっている「ユートピア」の姿
を、今一度、有機的なつながりをもつ「理想」の系譜として辿り直し、加えて、西欧ユートピア
の系譜から派生した諸系統の研究(Alex Zamalin, Black Utopia: The History of an Idea from 
Black Nationalism to Afrofuturism, Columbia UP,2019)も適宜参照しながら、日本における
西欧ユートピア輸入の影響を見極めていくことを目標とした。日本側の受容研究については、実
践的社会主義者にとってのユートピアとしては堺利彦研究で言及されていても、英文学として
は夏目漱石や芥川龍之介の個々に対する部分的な影響が指摘されるに留まっているか、あるい
は渋澤龍彦の『神聖受胎』(1962 年)のように、逆に西欧ユートピア思想という大きな流れのな
かで巨視的に評価するいささか衒学的な分析かの両極になりがちであったが、これら現在社会
主義や作家論といった各論に分散してしまっている分析を、英米文学におけるユートピアとの
承接を意識して整理し、ユートピア思想を「近代」の人間性を問うものとして、改めて捉え直す
ことを目ざした。 
 
 
４．研究成果 
 
2022 年度の研究成果としては、まずは共編著『人はなぜ神話〈ミュトス〉を語るのか——拡大
する世界と〈地〉の物語』が挙げられる。担当章のみならず、総論の執筆を通して、「神話」を
通じて緩やかに接続される、非西洋地域の「近代化」への葛藤について理解をさらに深めること
ができた。ユートピア的な「物語」はなぜ求められるのか、という問いを普遍的なものとして把
握することで、本課題の視点を明瞭なものとすることができた。また、10 月には本書をもとに
した合評会を開催し、執筆者同士の意見交換をすることでも、新たな視角を得、洋の東西を超え
た研究関心の共通点を見いだすことができた。なお、本研究課題は単独研究であるが、この共編
著のメンバーで行なっている神戸神話・神話学研究会での研究テーマと一部重なる部分がある
ため、同会で企画中の別の論集のためにオンラインにて行なった複数回の研究会も、本課題の進
捗に大いに寄与した。 
さらに、2022 年の秋には、日本の文学と魔術の関係についての論集の企画が持ち上がったた
め、やや研究計画を変更し、最終年度に取り組む予定であった原民喜の文学の検討に着手するこ
ととした。資料調査としては、9月に東京・新潟での英学にかんする現地調査を行なった。東京
では英学校・欧文正鵠学館跡地をふくめ、本邦における英学の歴史を概観し、国立国会図書館で
関連資料を閲覧した。新潟では古町・異人池周辺と、現・学校町の周辺史跡の痕跡を中心に調査
を行なった。その他、関連するモダニティ／近代化についての研究会などにもヴィジターとして
参加し、より多角的なアプローチで文献研究を進めた。 
2023 年度の成果としては、2023 年 8 月にラスクローガン・ビジターセンター（アイルランド）
で開催された国際学会、International Association for Comparative Mythology の第 16 回年
次大会にて、“The Sky Has Fallen: Tamiki Hara's View of Mythological Human History”
と題して口頭発表を行なった。また、その内容を発展させた論考「崩れ墜つ天地のまなか——原民
喜の幻視における魔術的現実」を 2023 年中に論集に寄稿し、これは諸事情により年度をまたい
だ 2024 年度（９月）に斎藤英喜編『文学と魔術の饗宴・日本編』として小鳥遊書房より刊行が
なされた。 



11 月には日本 T.S.エリオット協会主催・第 35 回大会シンポジウム「エリオットについて、知
れば知るほどいいことだ」に登壇し、パネル発表「『荒地』を眺める--T. S. Eliot が描く神話
世界」を行ない、19 世紀から 20 世紀への転換期におけるユートピア英文学の系譜について検討
した。同時代の思想潮流について分析することで、のちの民喜への影響の解明にも資するものと
なった。 
2024 年度はとりわけ国際政治の領域において、これまでの世界の枠組みの急速な解体とその
動きへの抵抗がせめぎ合うこととなった。「文学」は、ともすればこのような世界情勢とは切り
離された「文化的営為」としてとらえられがちであるが、たとえ過去の文学作品であっても、読
者が現代の文脈において作品を「読む」とき、そこにはあらたなコンテクストが発生することか
ら、19 世紀的な近代批判は以前にもましてアクチュアルな意義を持ちうるものとなっている。
ポストコロニアル的な読みへの熱狂自体は過ぎ去って久しいが、反動的コロニアリズムの時代
にあって、ウィリアム・モリスの文学作品を例とするようなユートピア思想の形成ならびに受容
過程はふたたび脚光をあびつつあり、本研究課題でも一定程度、その越境性と普遍性の解明に寄
与することができた。その意味で、越境的な現象として反近代ユートピアニズムの具体的な伝播
状況の検証に焦点を当てるというよりは、むしろ英文学の枠内でのモダニズムの再検証と、その
共鳴可能性の解明に注力する年度となった。具体的には、植民地主義とモダニズムにかんして、
ウィリアム・モリス - ジョウゼフ・コンラッド - T.S.エリオットの影響関係を明らかにする
論考を、T. S. Eliot Review No.35 (日本 T・S・エリオット協会)に掲載した。また、英国の植
民地文化にたいする近現代の「利用」の一事例として、文学通信より出版した共編著である論集
『なぜ少年は聖剣を手にし、死神は歌い踊るのか——ポップカルチャーと神話を読み解く 17 の方
法』にて「ジャガーノート」概念をとりあげた。さらに、これまで邦語においてまとまったもの
がなかったウィリアム・モリスの中世主義思想研究についての単著を、晃洋書房より刊行した。
これにより、西洋ユートピア言説の発展、近代英国文化としての中世主義の日本への影響過程、
シュルレアリスムの（原民喜を中心とした戦中・戦後作家との）共振についても成果としてまと
め、思想的枠組をとらえなおす一助とすることができた。 
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